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 本会では、美々津小学校５・６年生と協働して「地域を基盤とした福祉教育」に取り組んでいます。昨年度は６年目の
活動として、総合的な学習の時間を活用し、全１６回３５単元の授業を実施しました。

　最後の授業では、美々津小学校区域内外に在住の地域住民、福祉関係者等が参加し、「美々津サミット」を開催しま
した。「美々津サミット」では、① 児童による１年間の地域福祉活動実践報告  ② 参加者（地域住民・福祉関係者等）が
美々津地区の地域課題について検討する ③ ①と②の内容から児童と参加者との協議の場を設け、美々津地区の未来
の姿の検討を行いました。

　本会の取り組む「地域を基盤とする福祉教育」では、「地域から児童が学ぶ」「児童の学びを通して地域が学ぶ」とい
うように世代を超えて、“お互いに学び合う”ことが児童・地域の学びの深化に繋がります。複雑多様化している地域社
会の中で、『地域で福祉の心を育むこと』はとても大切なことであると考えています。
　本会はこれからも美々津地区だけでなく、市内各学校・地域で「地域を基盤とした福祉教育プログラム』を推進して
いきます。

　市内の他の学校でも福祉教育に関する取り組みを行っています。４ページをご覧ください。

美々津小学校５・６年生地域を基盤とした福祉教育プログラム２０２４

「美々津サミット」
                           　　　　　 子どもと未来を創造する ～ 福祉と教育の協働 ～

美々津小学校５・６年生地域を基盤とした福祉教育プログラム２０２４

「美々津サミット」
                           　　　　　 子どもと未来を創造する ～ 福祉と教育の協働 ～

美々津小学校５・６年生地域を基盤とした福祉教育プログラム　
各グループの地域福祉活動実践紹介！！

1年間の地域福祉実践報告1年間の地域福祉実践報告

石並Fukushi隊
地区の避難場所を伝えたい！

別府いい所調査隊
供養盆踊りを継承する！

立縫・新町幸せ調査隊
清掃に若者を増やしたい！

石並Fukushi隊
地区の避難場所を伝えたい！

幸脇安全調査隊
避難経路について伝えたい！
幸脇安全調査隊
避難経路について伝えたい！

別府いい所調査隊
供養盆踊りを継承する！

立縫・新町幸せ調査隊
清掃に若者を増やしたい！

地域課題について考える 美々津地区の未来を検討する地域課題について考える 美々津地区の未来を検討する
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令和７年度社会福祉協議会運営方針
　日向市においては、少子高齢化や人口減少という構造変化に伴い、多くの地域で生産年齢人口が減少し地
域経済に大きな影響を与えています。地域では核家族や独居世帯が増える一方で、地域社会の担い手不足や
住民同士の関係性の希薄化が顕著に現れています。また、南海トラフ地震も30年以内の発生率が80％程度
に引き上げられ、大規模災害がいつ発生してもおかしくない状況にあります。災害時に備えた日頃からの福
祉のまちづくりも喫緊の課題となっています。

　本会は「ともに生きる豊かな地域社会の実現」を目指しており、それは将来にわたって「安心して暮らす
ことができる日向市の実現」にあります。そのために世代や分野を超えて誰もがつながり、住民一人ひとり
が役割や生きがいを持って地域活動に参画できる「地域共生社会の実現」を推進していきます。

（１）本会の目指すもの

　地域に暮らす住民がどのような生活環境に置かれていても安心して暮らすことができる包摂的社会を目指
して、以下の取組に努めてまいります。
①地域に潜在化している生活課題の把握と解決に向けた相談援助機能の強化
②百歳体操等を通した地域住民の健康寿命を延伸する取り組み
③地域住民一人ひとりが自分の力で物事を判断・行動し、自分の地域に誇りを持って活動できる人材を育成
　する福祉教育の推進
　また、台風や南海トラフ地震などの自然災害に対応するため、平常時より災害に強い福祉のまちづくりに
努めてまいります。関係機関と協働した災害ボランティアセンター運営の取り組み、災害時復興期の支援体
制の構築に取り組みます。

（２）取組み

　本会が市民から信頼され、法人の使命である「ともに生きる豊かな地域社会づくりの推進役」として、そ
の機能を発揮できるよう、経営・執行体制の見直しを図り、支出の改善と収入の確保に努め、既存事業の見
直しや新規事業の創出などを行い、収支不足の財政体質を改善し、安定的、継続的、効率的な組織経営の基
盤整備に取り組みます。
　そのためにも中長期的な展望に立って経営の安定と改善を図ることを目的とした経営改善計画（仮）を策
定し、本会が進むべき方向性を明らかにし、役職員一丸となって取り組んでいきます。経営理念・基本方針
は昨年と同じです。

（３）市民に信頼される持続可能な法人運営の基盤づくり

①地域住民を主体とした「ともに生きる豊かな地域社会」の実現
②誰もが人格と個性が尊重され、その人らしい生活をおくることができる福祉サービスの実現
③地域住民及び福祉組織・関係者の協働による包括的な支援体制の構築
④地域生活課題に基づく先駆的・開拓的なサービス・活動の創出
⑤持続可能で責任ある自律した組織経営

＜経営理念＞

①地域に開かれた組織として、経営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、情報公
　開や説明責任を果たし、地域社会の支持・信頼を得られるよう、積極的な情報発信を図る。
②事業の展開にあたって、「連携・協働の場」（プラットフォーム）としての役割を十分に発
　揮し、地域住民や関係機関・団体等、あらゆる関係者の参加と協働を徹底する。
③事業の効果測定やコスト把握等の事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自律した経営を
　行う。
④すべての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守する。

＜基本方針＞
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　令和７年度は、以下の６つの重点事業を柱に地域福祉を推進し、「誰一人取り残さない持続可能で多様性
と包摂性のある社会（ＳＤＧｓ）」の実現に努めます。

（４）６つの重点事業

　地域住民の複雑化・複合化した生活課題に対し、専門職による包括的な支援と地域住民の主体的な活動の
協働によって解決できる支援体制を構築し、地域共生社会の実現を目指します。

重点事業１　重層的支援体制整備事業

　日向市内６圏域に生活支援コーディネーターを配置し、地域住民を含めた多様な主体による生活支援サー
ビス提供体制の構築を行い、地域生活課題の解決に取り組みます。

重点事業２　生活支援サービス体制構築等推進事業

　「安心して、認知症になることができるまちづくり」のために、医療・福祉・地域が連携し、認知症当事
者やその家族を地域で支えるための体制づくりや、認知症当事者の支援から地域共生社会の実現を目指す地
域づくりを推進します。

重点事業３　認知症地域支援体制構築等推進事業

　地域で自立した生活を送ることが困難な個人や世帯に対して、総合相談体制の強化を図り、自立した生活
を送るために必要な支援を行います。

重点事業４　生活困窮者自立支援事業

　長寿高齢社会の進展に伴い判断能力が不十分で日常生活での支援が必要な方々が急増している現状に対し
て、日常生活自立支援事業、法人後見体制整備支援事業の支援体制の整備・充実に努めてまいります。

重点事業５　権利擁護支援体制整備事業

　人口減少による超高齢社会、地域の担い手不足等の中山間地域特有の生活課題に対し、日向市作成の「日
向市東郷地域振興計画」に基づき、行政と共に課題の抽出に取組み、地域住民を主体とした支援に引き続き
尽力していきます。

重点事業６　中山間地域福祉推進体制事業

令和７年度収支予算の概要
　令和７年度の予算総額は３億９０３６万３千円になりました。昨年と比較し建物の改修費等の自主財源を減
額しているため、総額は減少しましたが、科目ごとには増額の予算編成になっています。増額の内訳は、物価
高騰や働き方改革、最低賃金の改正等に伴う人件費の見直しが中心になります。

◎令和７年度　　　当初予算総額　　　　　  ３９０，３６３千円  
　（財源内訳）　　◆補助・助成金、受託金等 　　2７2,151千円  　 (前年度比  ３．４％増　　　8,869千円増)
　　　　　　　　◆自主財源（会費・寄付金等）　118,212千円　 （前年度比 約２６．８％減　43,412千円減)

【収入の部】 【支出の部】補助・助成金　
62,905千円（16.1%）

地域支援費
58,285千円（14.9%）

自立支援費
49,797千円（12.8%）

在宅支援費
31,415千円（8.0%）

東郷支所
30,298千円（7.8%）

法人運営費
103,905千円
（26.6%）

施設管理費営費
116,663千円
（29.9%）

その他　
64,492千円（16.5%）

受託金　
209,246千円（53.6%）

介護保険・障がい給付費
27,920千円（7.2%）

会費・寄付金
10,235千円（2.6%）

繰入金
15,565千円（4.0%）

（単位：千円）
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　本会では、日向市内の小・中学校、高等学校を対象とした福祉教育を実施しています。学校からの依頼をもと
に、福祉教育担当教諭と打ち合わせを行い、学校や地域の状況・特性に合わせた福祉教育プログラムの
作成、提案、実施を行っています。
　福祉教育プログラムの１つとして「地域を基盤とした福祉教育プログラム」があります。このプログラ
ムは、ふくし”や地域について理解し、自分たちが暮らす地域をより良くしていくためにできることについて考
え、実践するという取り組みです。子どもたちは、「ふだんのくらしをしあわせにするために！」「動けば変わ
る！」を合言葉に１年間をかけて学習を進めてきました。
　令和６年度の学校や地域に合わせた福祉教育の取り組みや、その学習の成果についてご紹介します。 

　塩見小学校では、６年生を対象に福祉教育を実施して
おり、今年で５年目の取り組みになります。昨年度も６
年生２１名が塩見地区をより良い地域にするため、地域
課題の解決にチャレンジしました。

　細島小学校４年生を対象とした福祉教育プログラムを
実施しました。細島小学校ではこれまでも継続して福祉
の学習を進めてきましたが、令和６年度はまちづくり協
議会や見守り隊の協力を得ながら、自分たちの地域を調
査する活動を行いました。

　令和７年２月２１日（金）に「地域福祉活動報告会」
を開催しました。保護者や活動に協力していただいた
方々を招いて、１年間の学習の成果を報告しました。パ
ワーポイントを使って、グループで協力しながら堂々と
発表している姿や、参加者に感謝の気持ちを伝える場面
など、子どもたちの大きな成長を感じられました。

●主体的な姿勢で取り組む子どもたちの姿は将来の希望
そのものだと感じました。

●大人でも気づいているけど、見て見ぬふりをする人が
たくさんいます。そんな中子どもたちがこうして行動
している姿を見て、大人ももっと行動に移すべきだと
思いました。

●１年間を通して様々な「ふくし」に取り組めたことで
親子で福祉や災害に関する会話が増えました。

●学んだこと、経験したことをこれからも忘れないでほ
しいです。

　福祉教育は、学校・地域相互に学びのある取り組みです。子どもたちのチャレンジが地域住民の心を動かすことに
も繋がっています。今年度も学校や地域の状況・特性に合わせた福祉教育の実施に向けて学校・地域とともに取り組
んでいきます。福祉教育へのご理解・ご協力をお願いいたします。

令和６年度 福祉教育

塩見小学校６年生

地域福祉活動報告会

参加者の感想・子どもたちへのメッセージ

細島小学校４年生

●改めて子どもの目線に考えさせられることがありまし
た。学習の一環として目的を持って地域の方と接する
ことは、非常に有意義だと思います。

●子どもたちが細島を歩いて、地域の方々から話を聞い
ていろんなことを感じたことは良かったと思う。自分
たちが生まれ育った細島に誇りを持って育ってほしい。

●地域調査は今回だけでなく、来年、細島地区がどう変
わっているか調査をしてほしい。

参加者の感想・子どもたちへのメッセージ

担当：林・藤田

”

発表の様子 報告会の様子発表の様子

ふくしって何だろう？ 見守り隊と地域調査

地域診断書作成 地域調査活動報告会

ふくしって何だろう？ 見守り隊と地域調査

地域診断書作成 地域調査活動報告会

報告会の様子
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令和6年度生活支援サポーター養成講座を実施しました！令和6年度生活支援サポーター養成講座を実施しました！
　全３回の養成講座は、地域活動の担い手となる生活支援サポーターを養成することを目的としたものです。
日向市の介護予防や介護保険制度、認知症に対する正しい理解、地域での支え合いについて学び、講座修了
後（登録者）は、生活支援サポーターとしての実践活動をとおし、自身の社会的役割を理解し、生きがいや
介護予防にも繋がります。

■フレイル(加齢による心身機能の低下）予防のために、生活支援サポーターの役割が大きいことを感じ
　ます。
■ひとり暮らしの方の困りごとなど、コミュニケーションをとりながら理解していけたらと思います。
■地域で孤立する人がいないように、見守りをしたいと思います。
■地域の高齢化の問題等について、改めて考えました。今、取組んでおかないといけないとリアルに思
　います。
■認知症に対する考えを新たにしました。認知症サポーター養成講座を受講するたびに、勉強になりま
　す。今後は今日の学びを実践しようと思います。
■認知症について、悪い思い込みがなかったか？など理解、勉強になりました。
■「認知症初期集中チーム」のことを初めて知りました。

　日向市では、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目
指し、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供
される“地域包括ケアシステム”構築の実現に向けて多方面
から取り組んでいます。今回実施された『生活支援サポータ
ー養成講座』もそのひとつです。現在、５７名の生活支援サ
ポーターがサロン、百歳体操、移動支援や簡易な家事支援の
有償ボランティア等で活動中で、一期生は既に７年間の実績
があります。日向市の介護予防活動において、おおきく貢献
していただいています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：赤木

【第１回】
日向市の介護保険と介護予防

第１回
２月１２日（水）

・生活支援サポーターオリエンテーション
・日向市の介護予防と介護保険（日向市高齢者あんしん課　西田陽子　氏）

・認知症の正しい理解とその対応（日向市認知症初期集中支援チーム　桜川淳也　氏）
・日向市の認知症事業について

・修了証授与
・講座の振り返りと今後の活動について

※令和６年度は２２名が生活支援サポーターとして新たに登録されました！

第２回
２月１９日（水）

第３回
２月２６日（水）

【第２回】
認知症サポーター養成講座

【第３回】
修了証授与
サポーター活動宣言

【第３回】
修了証授与
サポーター活動宣言

【第２回】
認知症サポーター養成講座

【第１回】
日向市の介護保険と介護予防

受講者の声

医療ケア
サービスの提供

医療ケア
サービスの提供

自治会や
ボランティアへの参加

活動の場の提供

通院・入院

通院・入院
医 療 介 護

住まい

生活支援
介護予防

医 療 介 護

住まい

生活支援
介護予防

医 療 介 護

住まい

生活支援
介護予防
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ボランティア活動をしている皆さん！！

ボランティア保険への加入手続きはお済ですか？

日向市社会福祉施設等連絡会 部会別研修報告

　日向市社会福祉施設等連絡会（以下「施設連」）
は、高齢者施設部会と障がい児者部会の合同で研修
会を開催しました。
　施設連では、自分たちの資質向上を目的に、自主的
にテーマを選び、毎年度、全体や部会別、または部会
合同で研修会を実施しています。
　今回、高齢者施設部会と障がい児者施設部会は「ICT
を活用した業務改善」をテーマとして、合同で研修会
を開催しました。

　超高齢化社会に向かっている日向市ですが、その一方で、福祉現場では人材が不足しています。人材の不足に
より、職員が疲弊し、事故や職員の離職に繋がる可能性もあります。その結果、さらにサービスの質が低下する
という悪循環につながりかねません。今、ICT（情報通信技術）の活用は業務改善のひとつのカギとなっていま
すが、機器の導入コストや、操作に対する職員負担など、多くの課題があります。そこで、本研修では、実際に
導入している事業所から、具体的な事例を紹介してもらい、お互いに学び合うスタイルとしました。
　研修会は令和７年２月１０日（月）、日向市総合福祉センター２階の集会室にて開催しました。
①「グループウェア等を活用した事務改善について」発表：日向市役所福祉課
②「障害福祉システムによる業務の効率化」発表：障がい者支援施設しおみの里
③「介護ロボットによる介護業務負担軽減」発表：特別養護老人ホーム立縫の里
と、三者に発表をしていただき、ICTを活用した業務効率化やサービスの質の向
上に資すること、効率的な情報共有や業務管理、スタッフの負担軽減など、ICT
の活用がもたらす多くの利点について学びあいました。今後も施設連では、様々
な企画によって、職員のスキルアップや人権の確立、地域福祉の実現に向けた研
修会を継続的に開催していきます。　　　　　　　　　　　　　　　担当：黒木

ボランティア活動保険

【特　　徴】

詳しくは、担当者までお問い合せください。
尚、ボランティア保険に加入する団体は、ボランティア・市民活動センターへの登録が必要になります。
センター登録の手続きをお願いいたします。

しおみの里からは障害福祉システムの
説明を受けました

しおみの里からは障害福祉システムの
説明を受けました

介護ロボットについて説明する
立縫いの里　　黒木施設長
介護ロボットについて説明する
立縫いの里　　黒木施設長

ボランティア行事用保険

事
故

食
中
毒

熱
中
症

ボランティア活動中の様々な事故に備えて、
ボランティア保険に加入しましょう。

日本国内でのボランティア活動中におこる様々な事故
に対する備えとして、無償で活動するボランティアの
方々を対象とした保険です。

【補償期間】
令和７年４月１日～令和８年３月３１日
※手続きが完了した日の翌日から補償開始

【保 険 料】
● 基本プラン … ３５０円
● 天災・地震補償プラン … ５００円
※１名あたりの年間保険料

【特　　徴】
地域福祉活動やボランティア活動の一環として行う各
種行事における様々な事故に対する保険です。

【補償期間】
行事開催期間中

【保 険 料】
● 宿泊を伴う行事 …  ２４１円～３５４円
● 宿泊を伴わない行事 … ２８円～２４８円
※１日・１名あたりの保険料
※行事の内容、宿泊日数によって保険料が異なります

担当：藤田



7

指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。す管 ととししてて日向市からら管 を受託ししてて、、事 営を行っってていいます。日 をを 託をて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443

：66-1177

日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

『親子でリズム遊び♪リトミック』（小）

☆音楽に合わせてリズミカルに
体を動かしましょう♬
　時　　間：
　１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子１５組

５月１３日（火）

５月１６日（金） 
『避難訓練（地震・津波）』（全）
☆地震・津波が起きた時のために、避難経路の確認をしよう！
　時　　間：１５：００～１６：００
　定　　員：なし

『運動あそび♪』（小）

☆スポーツクラブの先生と、
　たくさん体を動かそう！
　時　　間：１４：００～１５：００
　定　　員：３５名

６月７日（土） 

６月２１日（土） 
『手形・足形アート』（幼）
☆大人気の手形・足形アートでかわいい成長記録を
　残してみませんか？
　時　　間：
　１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子７組

５月１４日（水）
『ちびっこ運動会』（幼）

☆はいはいかけっこ♪よーいドン！
　ミニミニ運動会を楽しみましょう♪
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子１５組

６月７日（土） 
『たのしいおはなし会』（幼・小）
☆福井幸子さんと高校生による読み聞かせです。
　絵本や紙芝居の世界を楽しみましょう♪
　時　　間：
　１０：３０～１１：３０
　定　　員：３０名

６月２１日（土） 
『陶芸家あつまれー！』（小・中・高）
☆陶芸家になった気分で、世界に一つだけの自分の
　作品を作ってみよう！
　時　　間：
　１４：００～１５：３０
　定　　員：３０名

Instagramで
情報発信

しています♪

・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・

行事はいずれも無料で参加できますが、必ず事前
にお問合せください。
定員になり次第締め切りとさせていただきます。

幼児親子 　 　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
一般児童　 10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
　　　　　　(15 分前から片付けをします )　　　　
　開館日　 日曜日・祝祭日
　　　　 年末年始（12月 28日～ 1月４日）

地域・校区に関係なく、18歳までの児童・生徒は
　　自由に利用できます。

※対象者の表記について
　・幼・・・幼児親子　　・小・・・小学生　　　
　・中・・・中学生　　　・高・・・高校生
　・全・・・幼児親子、小学生、中学生、高校生

５月１９日（月） 
『安全教室（地震避難訓練）』（全）

☆「自分の身を守るためにどうしたら良いか」を一人ひと
　り真剣に考えてみましょう。
　時　　間：
　１５：３０～１６：３０
　定　　員：なし

利用時間
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香典返し・一般寄付ありがとうございました。
令和７年２月分〈香典返し〉敬称略

令和７年２月分

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区

柏 田 修 子

葉 上 三千代

壱 岐 悦 子

松 木 幹 夫

竹 井 史 旺

岩 本 真 弓

小 松 祥 子

御手洗 克 明

飛 髙 育 朗

山 口 さつき

徳 永 政 文

田 口 照 美

後 藤 恵 子

河 野 浩 之

田 中 陽 子

柏 田 勝 昭

葉 上 普 大

白 川 ユミ子

松 木 トヨ子

竹 井 悠 子

岩 本 信 行

小 松 良 二

御手洗 トミ子

飛 髙 敏 子

山 口 　 智

徳 永 俊 夫

田 口 　 豊

後 藤 孝 市

河 野 誓 記

田 中 利 勝

幡 浦

大 王 谷

金 ケ 浜

権 現 原

庄 手

永 江

往 還

下 原 町

小 野 田

坪 谷

切島山1

仲 深

下 原 町

山 下

上 原 町

〈一般寄付金〉敬称略　　　　　

日向市役所部課長親交会 
会長 若藤公生

金 一 封

氏　　名 金　額

令和７年３月分〈香典返し〉敬称略

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
春 木 近 志

河 野 ちよか

三 輪 寿 子

那 波 欽 也

黒 木 徳 一

笹 井 里 美

菊 池 弘 子

安 藤 嘉 弥

春 木 トシ子

河 野 　 修

岩 見 ツ ヤ

那 波 由紀子

黒 木 義 夫

成 合 　 敏

菊 池 　 巌

安 藤 郁 子

比 良

公園通り

堀 一 方

笹 野 東

庄 手

向 江 町

東 草 場

石 並

令和７年２月分〈物品寄贈寄付者〉敬称略　　　　　

葉　上　三千代 肌　　着
氏　　名 地　区 物　品

大王谷

おいしいお弁当とつながりをお届けします

見守り型配食サービス
社会福祉法人　日向市社会福祉協議会

個別対応可能

負担額

減塩、刻み食、食物アレルギー、簡易な服薬管理など
健康状態や生活状況に合わせた対応も可能です。
ご相談ください。

お弁当の対象になる方

申請の手続きについて

市内に居住する概ね６５歳以上の高齢者世帯（またはこ
れに準ずる世帯）で、安否確認の必要な方。（市の承認が
必要です）

※社会福祉協議会では直接受け付けはできません。
　以下の手続きが必要です。

手続はケアマネージャー、地域包括支援センターをとおし
て行います。

（株）協同サービス住宅協力会様の解散に伴い残った会
の活動費をご寄付いただきました。
ありがとうございました.

（株）協同サービス住宅協力会様の解散に伴い残った会
の活動費をご寄付いただきました。
ありがとうございました。

（株）協同サービス住宅協力会様の解散に伴い残った会
の活動費をご寄付いただきました。
ありがとうございました。

介護保険サービスを
受けている方

担当ケアマネージャーに 地域包括支援センターに

日向市社会福祉協議会　配食サービス

介護保険サービスを
受けていない
65歳以上の方

ご相談ください ご相談ください

一食あたり４５０円です。

◆◆◆ご寄付者紹介 ◆◆◆


